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立神峡だより
ようこそ第14回ふれ愛スタディin氷川へようこそ第14回ふれ愛スタディin氷川へ

【お問い合わせ】 立神峡公園管理棟 ホームページ
☎ 0965-62-1543  ＦＡＸ0965-62-1546 （8:30～17:30 火曜定休日） http://tategami-camp.com

令和２年新年早々北海道の大空町から団員１２人の学生や
引率者３人と氷川町の団員１５人が町内の施設や晩白柚の見
学やイチゴ狩りなどの体験学習を行いました。
また、立神峡へは壮大な景観を誇る大絶壁に圧倒されなが
ら吊り橋を恐る恐る渡りながら到着しました。一行はまず管
理棟で概要の説明を受けた後、火打石を体験し、火の国熊本
の由来などを熱心に学びました。その後、竹馬やミカン狩り
に挑戦するなど和気あいあいと過ごしました。
その中でも、火打石による火おこし体験は人気があり、興味深そうにまた真剣に取り組んでいま
した。

更なる紅葉スポットを目指して更なる紅葉スポットを目指して
立神峡は皆さまもご承知のように、紅葉スポットとしても熊本県
下に知られております。昨年は紅葉の苗を２００本ほど移植しまし
た。それでも岸壁や管理棟周辺は赤色が不足しており、今回は、紅
葉が終わっても紅い葉が１月頃までも色づいているハゼに着目し、
その苗木を１００本以上移植しました。また、岸壁には苗や種を入
れた団子状にしたハゼの実などを投げ入れ、５年後や１０年後には
岸壁にも紅葉が色づくように考えています。この立神峡の景観は他
所には無い素晴らしい景観であり更なる景観を保つためにスタッフ
一同努力しており、紅葉の立神峡を内外にアピ－ルするべくこれか
らも広報して行きたいと思います。

インスタグラム ＃立神峡 を大いに活用インスタグラム ＃立神峡 を大いに活用
＃立神峡 で検索すると実に１,０００件以上の写真が出てきます。
これは、立神峡を訪れた観光客や宿泊客がそれぞれの角度からその
風景などを撮影し、インスタグラムで披露しているものです。年間
宿泊客が９,０００人近くに上り、紅葉見物や水遊びに訪れる観光客
はその何倍にも達します。その観光客の発信力が氷川町を訪れる人
たちの増加の要因とすれば、これをうまく活用しないに越したこと
はありません。今年は、この ＃立神峡 のシールを大量に作成し、ト
イレやログハウス・ロッジ・吊り橋などありとあらゆる場所に貼付
して、まずはそれぞれが見てもらい、そして、見た人がまた発信し
てもらう。といった具合にネット配信の一環として取り組む考えで
す。町内の皆さまもぜひ ＃立神峡 でまずは検索してみてください。
より多くの観光客を呼び込み、帰りには商店街で買い物したり、食
事をしたりと交流人口の拡大へと結び付けたいと考えております。
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人権擁護・救済センター
電話相談・面談のご案内

　●日　時　　2月 3日㈪、10日㈪、17日㈪
　　　　　　　11時～13時
　●場　所　　八代教育会館（八代市大手町 1-59-2）
　●内　容　　人権擁護・救済に関する相談、改善、解決
　●費　用　　無料

　問 人権NPOちなもい　☎0965-32-3030


